
アクアマリンふくしまの移動水族館が７月３日、会津若松市の河東学園仮設住宅にやって来ました。

移動水族館は、専用車「アクアラバン」で行われ、ヒトデやナマコ、伊勢エビなどに触れられる「タッチ

プール」では、子どもたちが実際に生き物に触れ、その感触に歓声を上げていました。
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アクアマリンがやって来た！



経済産業省が、避難指示区域の見直しに伴う賠償基準の考え方を取りまとめましたので、お知らせしま
す。

賠償基準は、賠償の実施主体である東京電力株式会社が定めるものですが、今回の賠償基準は避難指示
区域の見直し及び今後の被害者の方々の生活再建に密接に係わるものであるため、政府としても被害を受
けた自治体、住民の方々の実情を伺い、それを踏まえて賠償基準に反映させるべき考え方を取りまとめる
こととしました。

今後、この賠償基準の考え方を受けて東京電力が具体的な賠償基準を策定することとなっています。

(1)不動産（住宅・宅地）に対する賠償
【基本的な考え方】

① 帰還困難区域においては、事故発生前の価値の全額を賠償し、居住制限区域・避難指示解除準備区域
は、事故時点から６年で全損として、避難指示の解除までの期間に応じた割合分を賠償する。

※ 居住制限区域・避難指示解除準備区域において、避難指示の解除時期に応じた割合分は以下のとおり。
② 解除の見込み時期までの期間分を当初に一括払いをすることとし、実際の解除時期が見込み時期を超

えた場合は、超過分について追加的に賠償を行うこととする。
※ 解除の見込み時期は、市町村の決定があればそれを踏まえて決定することとしているが、事前に特別

な決定がない場合は、居住制限区域であれば事故時点から３年、避難指示解除準備区域であれば事故
時点から２年を標準とする。

【事故発生前の価値の算定】
① 土地

宅地については、固定資産税評価額に１．４３倍の補正係数をかけて事故前の時価相当額を算定す
る。

② 建物
住宅については、固定資産税評価額を元に算定する方法と、建築着工統計に基づく平均新築単価を

元に算定する方法を基本とし、個別評価も可能とする。
(ア) 固定資産税評価額に補正係数をかけて事故前価値を算定する方法
1. 当該不動産が新築であると仮定した場合の時価相当額を算定する。

A) まず、事故前の固定資産税評価額を元に経年減点補正率（減価償却分）を割り戻して、当該建
物の新築時点での固定資産税評価額を算定する。

B) 次に、A)で算定した固定資産税評価額と新築時点での時価相当額との調整を行うため１．７倍
の補正係数をかける。

C) さらに、新築時点と現在との物価変動幅を調整するため、それぞれの建築年に応じた補正係数
をかける。

2. その上で、公共用地の収用時の耐用年数（木造住宅の場合は４８年）を基準とし、定額法による減
価償却を行い、築年数に応じた事故発生前の価値を算定する。また、残存価値には２０％の下限を
設ける。

3. 外構・庭木については1．で算定した時価相当額の１５％として価値を推定しつつ、そのうち庭木
分として５％は経年による償却を行わないこととする。

(イ) 建築着工統計による平均新築単価から事故前価値を算定する方法
1. 建物の居住部分（注）については、建築着工統計における福島県の木造住宅の直近の平均新築単価

をもとに、（ア）と同じ減価償却、残存価値の下限、外構・庭木の評価を適用して、事故発生前の
価値を算定する。

2. その際、築年数が４８年以上経過した建物の居住部分（注）については、
最低賠償単価（約１３．６万円/坪）を適用する。

（注）事故時点に自己の居住の用に供されていた部分
(ウ) 個別評価

土地・建物について、様々な事情により、（ア）や（イ）の算定方法が適用できない場合には、別
途個別評価を行う。その際、契約書等から実際の取得価格を確認し賠償額の算定に用いる方法なども
検討する。

③ 住宅の修復費用等
住宅について、早期に修繕等を行いたいという要望も強いことから、基準公表後、建物の賠償の一

部前払いとして、建物の床面積に応じた修復費用等を速やかに先行払いすることとする。
※ 具体的には、個人所有の建物について、当該床面積に比例した金額（１㎡当たり１．４万円）を支

払うこととする。
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国が避難指示区域における各賠償項目の考え方を公表しました

事故時点からの経過年数

６年経過以降 全 損
５ 年 ６分の５
４ 年 ６分の４
３ 年 ６分の３
２ 年 ６分の２



【事業用の不動産等の賠償】
事業用不動産や償却資産、田畑、森林等については、その収益性は営業損害の賠償に反映することを

基本とし、加えて、資産価値についても別途賠償を行うこととするが、適切な評価方法については継続
して検討する。

(2)家財に対する賠償
① 家族構成に応じて算定した定額の賠償とし、帰還困難区域は、避難指示期間中の立入などの条件が異

なり、家財の使用が大きく制限されること等から、居住制限区域・避難指示解除準備区域と比較して
一定程度高くなる設定とする。

※ なお、居住制限区域・避難指示解除準備区域は立入回数がより多くなるという前提で、立入に要する
費用を算定し、一括払いを行う。

② 損害の総額が定額を上回る場合には個別評価による賠償も選択可能とする。
（単位：万円）

※ 上記家族構成以外の場合も構成人数に応じて定額を算定。

(3) 営業損害・就労不能損害に対する賠償
① 営業損害、就労不能損害の一括払い

従来の一定期間毎における実損害を賠償する方法に加え、一定年数分の営業損害、就労不能損害を
一括で支払う方法を用意する。

(ア) 農林業：５年分※１
(イ) その他の業種：３年分※２
(ウ) 給与所得：２年分※３
※１ 一括払いの算定期間は、農林業については、２０１２年１月分から２０１６年１２月分まで。ただ

し、２０１２年１月分から２０１２年６月分について既に支払われたか、又は支払われる予定の額
があるときには、その額を除いた額とする。

※２ 一括払いの算定期間は２０１２年３月分から２０１５年２月分まで。ただし、２０１２年３月～６
月分について既に支払われたか、又は支払われる予定の額があるときには、その額を除いた額とす
る。

※３ 一括払いの算定期間は２０１２年３月分から２０１４年２月分まで。ただし、２０１２年３月～５
月について支払われた、又は支払われる予定の額があるときには、その額を控除した額とする。

※４ 漁業については検討中。
※５ 大企業（同規模の公益法人を含む。以下同じ）については、一括払いの対象外とする。
② 営業・就労再開等による収入は差し引かず

営業損害及び就労不能損害の賠償対象者が、営業・就労再開、転業・転職により収入を得た場合、
一括払いの算定期間中の当該収入分の控除は行わない。

※１ 大企業は本取扱いの適用対象外とする。
※２ 就労不能損害で控除を行わない収入は月額５０万円を上限とする。
③ 事業再開費用等

帰還して営農や営業を再開する場合、その際に必要な追加的費用に加え、一括払いの対象期間終了
後の風評被害等についても別途賠償の対象とする。

(4)精神的損害に対する賠償
① ２０１２年６月以降の精神的損害について、帰還困難区域で６００万円、居住制限区域で２４０万円

（２年分）、避難指示解除準備区域で１２０万円（１年分）を標準とし、一括払いを行う。
② 居住制限区域、避難指示解除準備区域について、解除の見込み時期が①の標準期間を超える場合には、

解除見込み時期に応じた期間分の一括払いを行う。
その上で、実際の解除時期が標準の期間や解除の見込み時期を超えた場合は、超過分の期間について
追加的に賠償を行うこととする

【お問い合わせ先】
資源エネルギー庁
電力・ガス事業部原子力損害対応室
電話：０３－３５０１－１５１１（内線4591～3）

０３－３５８０－６３０４（直通）
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世帯人数 １人 ２人 ３人 ４人 ５人

大人 １人 ２人 ２人 ３人 ２人 ４人 ３人 ５人

子ども － － １人 － ２人 － ２人 －

帰還困難区域 325 595 635 655 675 715 735 775

居住制限区域
避難指示解除準備区域

245 445 475 490 505 535 550 580

賠償・支援相談窓口を開設しています
◆相談日 毎週 火曜日・木曜日 午後1時～4時
◆場所 大熊町役場会津若松出張所 企画調整課内
◆相談料 無 料
◆協 力 福島県司法書士会会津支部
【お問い合わせ先】企画調整課



８
月
25
日
か
ら
５
巡
目
の
一
時
立

入
り
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法
は
、
前
回
と
同
様
に
原

子
力
災
害
現
地
対
策
本
部
が
開
設
し

て
い
る
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

８
月
３
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま

す
の
で
一
時
立
入
り
を
希
望
さ
れ
る

世
帯
の
方
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
を
し
て
、
下
記
予
定
日
の
中
か

ら
ご
都
合
の
良
い
日
程
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

※

４
巡
目
ま
で
の
一
時
立
入
り
実

績
等
を
も
と
に
、
世
帯
主
宛
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
の

受
付
の
際
は
、
お
知
ら
せ
に
記
載

さ
れ
て
い
る
「
問
い
合
わ
せ
番
号
」

を
お
申
し
出
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー

ズ
に
受
付
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
５
巡
目
一
時
立
入
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
大
熊
町
）

◆
受
付
開
始
日

８
月
３
日(

金)

◆
電
話
番
号

０
１
２
０(

２
３
４)

５
３
０

◆
受
付
時
間

午
前
８
時
～
午
後
９
時

(

祝
・
休
日
含
む)

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

次
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
、
予
約
状
況

な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

http://www.ichijitachiiri.com

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

災
害
対
策
本
部

平
成
23
年
３
月
12
日
以
降
に
警
戒

区
域
か
ら
持
ち
出
し
し
た
車
両
に
つ

い
て
、
住
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
に

よ
り
、
個
別
に
再
計
測
・
再
洗
浄
を

行
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
大
熊
町
災
害

対
策
本
部
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◆
実
施
時
間

午
前
10
時
～
12
時

◆
実
施
場
所

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ(

楢
葉
町)

◆
申
込
確
認
事
項

・
氏
名
、
連
絡
先
電
話
番
号
、

車
種
、
色
、
車
両
ナ
ン
バ
ー

・
再
計
測
及
び
再
洗
浄
を
希
望

す
る
月
日(

第
１
希
望
か
ら

第
３
希
望
ま
で)

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

災
害
対
策
本
部

現
在
大
熊
町
で
は
「
ひ
ら
た
中
央

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
協
定
を
締
結
し
、

内
部
被
ば
く
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
対
象
年
齢
を
設
定
し

年
齢
の
若
い
方
か
ら
検
査
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
は
年
齢
に
関
係

な
く
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
22
日
よ
り
、
内
閣
府
の

認
定
を
受
け
公
益
財
団
法
人
と
し
て

の
運
用
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
内
部

被
ば
く
検
査
を
希
望
す
る
方
は
、
公

益
財
団
法
人

震
災
復
興
支
援
放
射

能
対
策
研
究
所
の
予
約
専
用
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
予
約
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
公
益
財
団
法
人

震
災
復
興

支
援
放
射
能
対
策
研
究
所
）

０
１
２
０-

06-

４
７
７
１

※
こ
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
福
島

県
外
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

県
外
に
お
住
ま
い
の
方
は

０
２
４
７-

57-

５
０
１
２

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
検
査
場
所

ひ
ら
た
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

(

福
島
県
石
川
郡
平
田
村
上
蓬

田
清
水
内
４)

電
話
０
２
４
７-

55-

３
３
３
３

◆
受
付
時
間

・
午
前
10
時
～
12
時

・
午
後
２
時
～
４
時

◆
対
象
者

大
熊
町
民

※
４
歳
以
上
の
方

(

３
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
は
、

保
護
者
の
方
が
代
わ
り
に
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。)

◆
検
査
内
容

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
に
よ

る
内
部
被
ば
く
検
査

◆
検
査
料
金

・
４
歳
～
18
歳
ま
で
無
料

・
19
歳
以
上
の
方
は
６
千
円

※
本
来
の
検
査
料
金
は
19
歳
以

上
の
方
は
１
万
２
千
円
で
す
が
、

協
定
に
よ
り
半
額
の
６
千
円
で
検

査
が
出
来
ま
す
。

※
３
歳
以
下
の
代
わ
り
に
保
護
者

が
受
け
る
場
合
は
、
料
金
が
発

生
し
ま
す
。

※
検
査
料
金
、
交
通
費
の
負
担
分

は
、
原
子
力
損
害
賠
償
の
「
そ

の
他
」
の
欄
で
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
領
収
書
は
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

生
涯
学
習
課

4

立入手段 中継基地 実 施 日

○マイカー

※実施日ごとに受付締切日・制
限台数がありますので、お早め
に受付をしてください。

道の駅ならは(いわき方面)
8/29(水)、9/1（土)、9/7(金)、
9/16(日)、9/20(木)、10/7(日)

毛萱・波倉(いわき方面)
(福島第二原子力発電所付近)

9/2(日)、9/17(月・祝日)、
9/23(日)、10/5(金)

幾世橋(南相馬市方面)
(ヨークベニマル浪江店等駐車場） 8/29(水)、9/15(土)、10/4(木)

○バ ス

※実施日ごとに制限人数があり
ますので、お早めに受付をして
ください。

道の駅ならは

9/28(金)、9/30(日)

※9月9日までに予約してくださ
い。

お
知
ら
せ

一
時
立
入
り(

５
巡
目)

の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
受
付
に

つ
い
て

警
戒
区
域
か
ら
の
持
ち
出

し
車
両
の
再
計
測
・
再
洗

浄
に
つ
い
て

内
部
被
ば
く
検
査
の
受
検

方
法
の
変
更
に
つ
い
て



パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
町
民
の

健
康
維
持
と
愛
好
者
相
互
の
幅
広
い

交
流
を
図
り
、
一
日
も
早
い
復
興
の

活
力
と
す
る
た
め
、
町
長
杯
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

９
月
７
日(

金)

※
小
雨
決
行
（
雨
具
を
準
備
し
て

く
だ
さ
い
）
。
豪
雨
の
場
合
は

現
地
に
て
判
断
し
ま
す
。

・
受
付
時
間

午
前
８
時
３
０
分

・
開
会
式

午
前
８
時
４
５
分

・
競
技
開
始

午
前
９
時
０
０
分

・
閉
会
式

午
後
１
時(

予
定)

※
集
計
が
で
き
次
第
行
い
ま
す
。

◆
場
所

「
北
塩
原
グ
ラ
ン
デ
コ
リ
ゾ
ー
ト
」

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◆
対
象

大
熊
町
民

◆
参
加
費

１
，
５
０
０
円

(

プ
レ
ー
費
、
昼
食
費
、
傷
害
保

険
料
等
）
当
日
受
付
時
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切

８
月
31
日
（
金
）
午
後
５
時

◆
申
込
方
法

各
申
込
先
に
備
え
て
あ
る
申
込

用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
先

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

電
話
０
１
２
０-

26-

３
８
４
４

大
熊
町
役
場
い
わ
き
連
絡
事
務
所

電
話
０
１
２
０-

26-

５
６
７
１

◆
そ
の
他

用
具(

ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル)

等
は
、

各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

昨
年
度
よ
り
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ

バ
イ
ル(

株)
様
の
ご
提
供
に
よ
り
、

町
民
の
皆
様
へ
無
料
で
お
貸
し
し
て

お
り
ま
し
た
携
帯
電
話
の
利
用
期
限

は
平
成
24
年
８
月
31
日
ま
で
で
す
。

９
月
以
降
は
、
自
動
的
に
利
用
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
と

お
り
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

②
携
帯
電
話
の
返
却
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
各
自
で
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

※
９
月
以
降
も
携
帯
電
話
の
利
用
が

必
要
な
場
合
は
、
お
近
く
の
販
売

店
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。
現
在
ご

使
用
中
の
電
話
番
号
を
継
続
し
て

利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

企
画
調
整
課

現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
大
熊
町
電
子
回
覧
板(

ソ
フ
ト
バ

ン
ク
社
製
フ
ォ
ト
ビ
ジ
ョ
ン)

は
、

当
初
の
利
用
期
限
が
平
成
24
年
８
月

31
日
で
し
た
が
、
当
面
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
期
間
を
延
長
し
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
利
用
期
間
終
了
予
定
日

平
成
25
年
３
月
31
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

企
画
調
整
課

～
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る

不
調
は
あ
り
ま
せ
ん
か
～

安
眠
カ
フ
ェ
が
、
個
別
相
談
会

「
こ
こ
ろ
の
相
談
日
」
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
眠
れ
な
い
・
気
持

ち
が
沈
む
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
が
増

え
た
・
イ
ラ
イ
ラ
す
る
・
も
の
わ
す

れ
し
や
す
い
等
で
お
困
り
の
方
は
い

ま
せ
ん
か
？

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日

９
月
３
日(

月)

予
約
制

（
以
後
月
１
回
開
催
予
定
）

◆
相
談
時
間

一
人
あ
た
り
30
分
程
度

◆
対
象

本
人
ま
た
は
ご
家
族

◆
担
当精

神
科
医
、
保
健
師
、

臨
床
心
理
士

◆
場
所

ゆ
っ
く
り
す
っ
ぺ

※
会
津
地
区
以
外
の
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

保
健
セ
ン
タ
ー

会
津
若
松
市
内
の
医
療
機
関
に
お

い
て
、
子
宮
が
ん
検
診
施
設
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
７
月
５
日
の
集
団
検

診
に
て
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
期
間

８
月
１
日(

水)

～
11
月
30
日(

金)

※
10
月
・
11
月
は
非
常
に
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
早
め
の
受
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。

◆
料
金

無
料

◆
実
施
医
療
機
関

・
舟
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
な
る
せ
と
み
こ
レ
デ
ィ
ー
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク

・
財
団
法
人
竹
田
綜
合
病
院

・
会
津
中
央
病
院

・
県
立
会
津
総
合
病
院

・
あ
み
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
お
の
ぎ
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
小
野
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

◆
申
し
込
み
方
法

７
月
５
日
の
子
宮
が
ん
集
団
検

診
を
希
望
し
た
方
で
受
診
で
き
な

か
っ
た
方
、
会
津
に
て
施
設
検
診

を
希
望
さ
れ
た
方
に
は
個
別
に
通

知
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
で
検
診
を
ご
希
望
の

方
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
券
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
そ
の
他

施
設
検
診
で
は
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

★
子
宮
が
ん
検
診
の
今
後
予
定

(

意
向
調
査
で
希
望
さ
れ
た
方
に

は
順
次
通
知
致
し
ま
す
。
）

◇
集
団
検
診

郡
山
市

10
月
11
日(

木)

い
わ
き
市

11
月
27
日(

火)

12
月
４
日(

火)

◇
施
設
検
診

会
津
以
外
の
地
域
で
現
在
調

整
中
で
す
。

※
な
お
、
意
向
調
査
で
他
の
地
域
に

て
検
診
を
希
望
し
た
方
は
、
調
整

つ
き
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

保
健
セ
ン
タ
ー

5

町
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
す

無
料
貸
出
携
帯
電
話
の
利

用
終
了
に
つ
い
て

大
熊
町
電
子
回
覧
板
の
期

間
延
長
の
お
知
ら
せ

こ
こ
ろ
の
相
談
日

（
旧
安
眠
カ
フ
ェ
）

子
宮
が
ん
施
設
検
診
に
つ

い
て



国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
40
年
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
で
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
や

資
格
取
得
な
ど
の
届
出
忘
れ
に
よ
り

国
民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合

に
は
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受

給
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

(

保
険
料
納
付
や
免
除
等
の
合
計
が

25
年(

300
月)

未
満
の
場
合)

が
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め

に
、
昨
年
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、
平

成
24
年
10
月
１
日
か
ら
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期

間
が
過
去
２
年
か
ら
10
年
に
延
長
と

な
る
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
平
成
14
年
10
月
分

以
降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。(

※
後
納
保
険
料
を
納
付

で
き
る
期
間
は
、
平
成
24
年
10
月
か

ら
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。)

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
権
を
お
持
ち
の
方
は
、
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

願
い
ま
す
。

な
お
、
後
納
保
険
料
を
納
付
す
る

た
め
に
は
事
前
に
お
申
し
込
み
い
た

だ
き
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
後
納
制

度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
け

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
「
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は
、

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０-

011-
０
５
０

平
年
金
事
務
所

０
２
４
６-

23-

５
６
１
１

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

住
民
課
国
保
年
金
係

～
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
の
交
付

に
つ
い
て
～

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

(

70
歳
か
ら
74
歳
の
方)

お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
が
平
成
24
年
８

月
１
日
か
ら
更
新
に
な
り
、
役
場
に

登
録
さ
れ
て
い
る
避
難
先
の
住
所
へ

郵
送
し
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
の
切

れ
た
証
は
、
役
場
住
民
課
ま
で
お
持

ち
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身
で
細
か
く

切
っ
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

～
入
院
さ
れ
て
い
る
方
へ
～

大
熊
町
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
へ
加
入
し
て
い
る

方
で
入
院
さ
れ
て
い
る
場
合
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
、
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
申
請
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
入
院
時
食
事
療

養
費
お
よ
び
入
院
時
生
活
療
養
費
が

減
額
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
は

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
発
効
日
は
申
請
の
あ
っ

た
月
の
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

(

認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
し
な

い
と
減
額
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い)

ま
た
、
社
会
保
険
等
そ
の
他
の
医

療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
か
ら

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

住
民
課
国
保
年
金
係

原
発
事
故
に
よ
る
警
戒
区
域
設
定

等
に
よ
り
、
避
難
先
で
新
た
に
建
物

を
代
替
取
得
し
た
場
合
、
登
記
に
係

る
登
録
免
許
税
に
つ
い
て
「
建
物
所

在
証
明
書
」
を
添
付
す
る
事
に
よ
り
、

登
録
免
許
税
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
ht

t
p:

/
/
h
o
u
m
uk

y
o
k
u
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p

/
fu

k
us

h
i
m
a
/
s
ta

t
i
c
/
2
4
0
6
0
5
-
m
e
n

j
yo

.
ht

m
)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

税
務
課

6

がんばろう福島！

柏原芳恵のふりそそげ～愛

コンサート

無料チケットの配布について

大熊町役場会津若松出張所では、ご覧

のコンサートの無料チケットを配布して

います。

ご希望の方は、生涯学習課までお越し

ください。（未就学児入場不可）

◆日時 9月14日(金) 午後4時30分～

◆場所 會津風雅堂（大ホール）

◎無料チケット配布場所

大熊町役場会津出張所生涯学習課

（土日祝日除く・電話申込不可）

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所 生涯学習課

平
成
24
年
10
月
か
ら
国
民

年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

が
始
ま
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
へ

代
替
取
得
し
た
建
物
の
不

動
産
登
記
に
係
る
登
録
免

許
税
の
免
除
に
つ
い
て



町
民
同
士
の
交
流
の
場
「
双
葉
町
・

大
熊
町
合
同
交
流
サ
ロ
ン
」
を
開
催

し
ま
す
。

借
上
げ
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
な

ど
、
い
わ
き
市
に
お
住
ま
い
の
方
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
、
心
と
体
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
ま
で
会
え
な
か
っ
た
方
と
の
再

会
、
そ
し
て
新
た
な
出
会
い
の
場
と

な
り
ま
す
よ
う
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
日
時９

月
11
日(

火)

(

毎
月
第
２
火
曜
日)

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
場
所タ

ウ
ン
モ
ー
ル
・
リ
ス
ポ
２
階

(

い
わ
き
市
小
名
浜
蛭
川
南
5-6)

◆
内
容茶

話
会
、
健
康
に
関
す
る
講
話
、

体
操
、
そ
の
他
創
作
活
動
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

福
島
県
相
双
保
健
福
祉
事
務
所

い
わ
き
出
張
所

電
話
０
２
４
６-

24-

６
１
１
８

相
双
地
域
な
ど
か
ら
会
津
へ
避
難

さ
れ
て
い
る
方
々
の
交
流
の
場

『
そ
う
そ
う
絆
サ
ロ
ン
』
や
『
ろ
く

さ
い
』
で
、
身
体(

か
ら
だ)

と
心

(

こ
こ
ろ)

を
休
ま
せ
て
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
！

男
の
人
も
女
の
人
も
、
子
供
も
大

人
も
、
年
齢
や
避
難
元
の
住
所
に
関

係
な
く
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

◆
開
催
日
等

◇
ろ
く
さ
い

◇
そ
う
そ
う
絆
サ
ロ
ン

◆
時
間
：
午
後
１
時
～
３
時

◆
場
所

◇
ろ
く
さ
い

(

喜
多
方
市
字
東
町

4088-1)

◇
そ
う
そ
う
絆
サ
ロ
ン

(

喜
多
方
市
西
四
ツ
谷
24-1

サ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
１
階)

◆
ス
タ
ッ
フ

○
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
の
保
健

師･

栄
養
士･

心
理
相
談
員
な
ど

○
富
岡
町･

大
熊
町･

そ
の
他
被
災

市
町
村
保
健
師

○
喜
多
方
市
の
保
健
師

○
喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
な
ど

◆
内
容

血
圧
測
定

身
体
と
心
の
相
談

談
話
交
流

な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
増
進
課

電
話

０
２
４
２-

29-

５
５
０
８

い
わ
き
市
に
お
い
て
い
わ
き
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
避
難
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
た
め
、
多

く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

◆
開
催
日

９
月
６
日(

木)

午
前
８
時
30
分
～

◆
場
所い

わ
き
市
陸
上
競
技
場

(

い
わ
き
市
平
下
荒
川
字
南
作
86)

◆
参
加
者

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避
難
さ

れ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
お
よ

び
高
齢
者

◆
参
加
費

１
人
６
０
０
円

◆
申
し
込
み

８
月
６
日(

月)

ま
で
大
熊
町
社

会
福
祉
協
議
会
い
わ
き
連
絡
所
に

参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

昼
食
・
飲
み
物
等
お
よ
び
雨
具

は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
小
雨
決
行

【
予
備
日
：
９
月
13
日(

木)

】

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
社
会
福
祉
協
議
会

い
わ
き
連
絡
所

電
話

０
２
４
６-

38-

８
９
２
０

原
発
事
故
の
問
題
や
悩
み
な
ど
、

具
体
的
事
例
に
つ
い
て
弁
護
士
か
ら

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
学
習
会
で

す
。

◆
福
島
市

◇
日
時

８
月
25
日(

土)

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◇
場
所

福
島
県
青
少
年
会
館

大
研
修
室

(

福
島
市
黒
岩
字
田
部
屋
53-5)

◆
会
津
若
松
市

◇
日
時

８
月
26
日(

日)

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◇
場
所

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
中
の
島

(

会
津
若
松
市
上
町

2-38)

◆
参
加
費

無
料

※
原
則
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
の

で
、
参
加
希
望
の
場
合
は
次
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
主
催日

本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
本
弁
護
士
連
合
会

福
島
県
弁
護
士
会

【
お
問
い
合
せ
先
】

Ｊ
Ｄ
Ｆ
被
災
地
障
が
い
者
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
く
し
ま
内

福
島
県
相

談
支
援
充
実
・
強
化
事
業

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
あ
い
え
る
の
会

電
話
０
２
４-

925-

２
４
２
８
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8月1日(水)

9月5日(水)

10月3日(水)

11月1日(木)

12月5日(水)

2月6日(水)

3月6日(水)

8月17日(金)

9月18日(火)

10月17日(水)

11月16日(金)

12月17日(月)

1月17日(木)

2月18日(月)

3月18日(月)

「
双
葉
・
大
熊
町
合
同
交

流
サ
ロ
ン
」
の
ご
案
内

避
難
者
健
康
相
談
会(

喜
多

方
市)

の
ご
案
内

い
わ
き
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
主
催
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
交
流
大
会
の
ご
案
内

障
が
い
者
の
た
め
の
わ
か

り
や
す
い
東
電
賠
償
学
習

会



８
月
の
相
談
日
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
出
張
相
談
会

◆
震
災
特
別
相
談
窓
口(

西
分
庁
舎)

○
開
所
日
時

毎
週

火
・
水
・
木
曜
日

午
前
９
時
～
12
時

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所

西
分
庁
舎(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
道

路
向
か
い)

○
電
話

０
２
４
２-

85-

８
５
９
５

◆
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
日

※
予
約
者
優
先
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

(

被
災
者
支
援
対
策
窓
口)

電
話
０
２
４
２-

85-

８
５
９
５

再
就
職
を
目
指
す
人
の
た
め
に
、

仕
事
探
し
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。
事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
。

◆
開
催
日
・
場
所

○
９
月
８
日(

土)

一
箕
町
公
民
館

○
11
月
17
日(

土)

城
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(

１
カ
月
前
か
ら
の
受
付)

○
平
成
25
年
１
月
26
日(

土)

鶴
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
会
場
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

◆
時
間

午
後
１
時
～
３
時

◆
対
象
者

一
般
求
職
者
、
避
難
者
、

長
期
滞
留
者
、
若
年
者

◆
定
員

10
人

【
お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
会

津
若
松
窓
口(
会
津
若
松
商
工
会

議
所
内)

電
話
０
２
４
２-

27-
８
２
８
５

8

相談日 時間 場所 当日の相談内容

8月3日(金)
午前9時30分

～12時
大熊町役場2階会議
室

(1)求人情報提供、職業相談
(2)職業訓練情報提供

8月24日(金)

8月8日(水)
午前9時30分

～12時

松長近隣公園仮設
住宅集会所(第一) (1)求人情報提供、職業相談

(2)職業訓練情報提供
(3)心のケア、健康相談8月29日(水)

一箕町長原地区仮
設住宅集会所(南)

日時 場所

8月1日(水)
午前9時～12時

震災特別相談窓口
(ハローワーク西分庁舎)

8月8日(水)
午前9時30分～12時

松長近隣公園仮設住宅集会
所(第一)

8月22日(水)
午前9時～12時

震災特別相談窓口
(ハローワーク西分庁舎)

8月29日(水)
午前9時30分～12時

一箕町長原地区仮設住宅集
会所(南)

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

か
ら
の
お
知
ら
せ

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

新農業委員が決まりました

東日本大震災の影響により延期されていた農業委員会委員一般

選挙は、6月28日に告示され10人が立候補し、無投票により全員当

選いたしました。また、6人の選任による委員(農業協同組合・農

業共済組合および土地改良区が推薦する理事各1人、議会推薦の学

識経験者3人)が選任されました。

新農業委員による初総会が7月9日に開催され、会長に根本友子

さん、会長職務代理者に渡部幸悦さんが選出されました。

なお、任期は平成24年7月8日から平成27年7月7日までの3年間で

す。

氏 名 担当区

根本 友子 小入野区、野馬形区

渡部 幸悦 野上2区

堀川 健 下野上2区、大野1・2区

志賀 邦彦 中屋敷区、野上1区

川木 一重 大和久区

佐藤 久夫 夫沢2区

畑川 惠成 町区

田中 利忠 熊川区

渡邉 完治 熊2区、熊3区

横川 公治 大川原2区

関本 圀子 下野上3区

佐久間住夫 熊1区

石田 白 大川原1区

志賀 秀榮 下野上1区

渡邉 忠一 夫沢3区

永井 文成 夫沢1区



消
す
ま
で
は

出
な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い

(

２
０
１
２
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語)

◎
花
火
に
よ
る
火
災
・
事
故
を
防
ご

う
！

夏
と
い
え
ば
花
火
を
連
想
す

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
花
火
に
は
そ
の
美
し

さ
と
は
裏
腹
に
危
険
な
部
分
も
多
々

あ
り
ま
す
。
毎
年
誤
っ
た
取
り
扱

い
が
原
因
の
事
故
が
絶
え
ま
せ
ん
。

楽
し
く
花
火
で
遊
べ
る
よ
う
、

製
品
ご
と
の
「
使
用
上
の
注
意
」

を
よ
く
読
み
、
正
し
い
取
扱
を
し

ま
し
ょ
う
。

◎
花
火
に
よ
る
事
故
防
止
の
10
の

ポ
イ
ン
ト

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
事
項
を

よ
く
読
み
、
必
ず
守
る
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
は

使
用
し
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
を
や
ら

な
い
。

④
必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意

し
て
遊
ぶ
。

⑤
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
、
バ
ケ
ツ

の
水
に
つ
け
、
残
り
火
を
完
全
に

消
す
。

⑥
子
供
達
だ
け
で
な
く
、
大
人
と
一

緒
に
遊
ぶ
。

⑦
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を

つ
け
な
い
。

⑧
正
し
い
位
置
に
、
正
し
い
方
法
で

点
火
す
る
。

⑨
吹
き
出
し
、
打
ち
上
げ
等
の
筒
物

花
火
は
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒

を
の
ぞ
か
な
い
。

⑩
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
ば
ら
し
た

り
し
な
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

富
岡
消
防
署

楢
葉
分
署

電
話
０
２
４
０-

25-

２
１
１
９

9

長原仮設住宅盆おどり

会津若松市一箕町長原仮設住宅自治
会が主催する盆おどりが催されます。

当日は、やきそばやかき氷なども出
店予定です。

他の仮設住宅や借り上げ住宅の町民
の参加も大歓迎ですので、皆さんお誘
い合わせのうえご参加ください。

◆日時 8月12日(日)
午後3時～8時

◆場所 一箕町長原仮設住宅
(一箕町松長字下長原200)

富
岡
消
防
署
か
ら
の
お
知

ら
せ

がんばろう会津 負けるな大熊

会津東山盆踊り

今年も会津東山盆踊りが開催されます。この盆踊り

は、東山温泉の川の上に大きなやぐらを建て盛大に行

われるものです。

16日には渡辺町長も出席し、「会津磐梯山」に加え、

大熊町民なじみの「相馬盆唄」が流れますので、ぜひ

お出かけください。

◆日時 8月13日(月)～16日(木)

午後7時20分～9時30分

○13日 福島民報の夕べ(女将さんと踊ろう)

○14日 社交部会の夕べ(コンパニオンと踊ろう)

○15日 福島民友新聞社の夕べ・東山芸妓の夕べ

○16日 東山町民・大熊町民盆踊り

◆場所 会津東山温泉

※東山共同駐車場および武家屋敷駐車場をご利用くだ

さい。会場まで無料シャトルバスが運行します。

【お問い合わせ先】

東山温泉観光協会 電話 0242-27-7051(代)

イベント



10

町民掲示板

下野上１区３班の会合を開きました
下野上１区３班死亡組合の会合を6月15日、東山温

泉御宿東鳳で開催しました。当日は、東京や新潟、石

川など、県内外から11家族13人が参加しました。

そして、避難して１年４カ月を迎えようとしている

中で、久しぶりに皆さんと再会することができ、昔を

思い出し懐かしい話しをすることができました。

大熊町が、仮の町をいわき市周辺にとの構想ですが、

一日も早く実現し、落ち着き、皆さんと共に隣同士過

ごせることを思いながら頑張っていきたいと思います。

武内

大熊中学校 第14回卒業生同窓会を開催しました
男性の厄流しを兼ねた同窓会を6月30日、

いわきワシントンホテル椿山荘で開催しま

した。

県内外から35名の同級生が集まり、学生

の頃の思い出話に花が咲きました。

終始笑顔の絶えない楽しい同窓会となり、

また近いうちに開いて欲しいとの要望があ

りました。そしてまた大熊町で会えるよう

にと願っての解散となりました。

みなさん、またお会いしましょうね！
栃本

第８回『ひまわりの会』を開催します

交流を目的とした８回目のサロン(茶話会)を開き

ます。参加自由です。お友達もお誘いください。

◆日 時 8月8日(水) 10:00～16:00

◆場 所 やすらぎ会館（川口市南鳩ヶ谷6-8-16)

◆参加対象 大震災で移られた方、活動に賛同し

てくれる方

◆参加費 200円

◆内 容

午前：おしゃべりサロン(親睦、情報交換等)

午後：「布ぞうりづくり」(材料費1000円予定)

8月1日まで申込受付 定員12人先着順

◆申込み 不要(直接会場にいらしてください)

【お問い合わせ先】

『ひまわり』 電話 080-4405-4931

埼 玉

『こらんしょ大熊（県北地方大熊町避難者交
流会）』を開催します

県北地方避難者交流会の名前が「こらんしょ大熊」

に決まりました。福島市や伊達市等に避難されてい

る町民の皆様、ぜひご参加ください。

◆日時

8月 4日(土) 8月18日(土)

9月 1日(土) 9月15日(土)

午前９時～午後１時

◆場所

コラッセふくしま 研修室Ａ

(福島県福島市三河南町1番20号)

【お問い合わせ】

代表 管野充史 電話 090-7233-1148

福 島
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ソフトボールリーグ優勝、準優勝を報告

第31回会津若松市ソフトボール選手権大会４

部リーグで、優勝と準優勝した大熊町ソフトボー

ル愛好会の廣嶋公治さんと渡部勇二さん、佐々

木三男さん、今野盛雄さんが7月5日、報告のた

め大熊町役場会津若松出張所の町長室を訪れま

した。

この愛好会は、会津若松に避難している大熊

町のソフトボール愛好者に声をかけて３チーム

を結成、今年から大会に参加しました。そして、

「大熊町ソフトボール愛好会」チームが優勝、

「同愛好会壮年」チームが準優勝しました。この他に「同愛好会シニア」チームが参加しています。

優勝旗を見た渡辺町長は「地元との交流はとても素晴らしいこと、次のシーズンも頑張ってください」

と激励しました。今回優勝、準優勝した両チームは、次のシーズンから３部リーグで優勝を目指します。

全国スポーツ少年団軟式野球交流大会出場

8月3日～6日に札幌市で行われる全国スポーツ少年団軟式野球交

流大会に出場する、三瓶太稀(たいき)くんへの激励金贈呈式が7月

20日大熊町役場いわき連絡事務所で行われました。

太稀くんは熊町小学校から、現在は避難先であるいわき市の小

名浜西小学校に通っています。そして、強豪チームの小名浜少年

野球教室に加入、レギュラーの座をつかみ取り、県大会・東北Ⅱ

ブロック大会で優勝して見事全国大会出場を決めました。

太稀くんは大会の抱負として｢チームとしての目標は全国制覇、

個人としての目標は一試合に一本ヒットを打つこと｣と力強く話し

ていました。

７５やかサロンで健康管理

一箕町長原仮設住宅集会所で「７５(なご)

やかサロン」が開かれています。

このサロンは、長原仮設住宅の民生児童

委員企画され、月1回第4木曜日に開催され

ています。

6月28日は、会津総合病院の竹重とし幸先

生によるロコモーショントレーニングを参

加者20人で実際に体験しました。

終了後は、個別健康相談が実施され、参

加者は、避難生活での日頃の健康管理など

を相談していました。
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松長「つながっぺ！」グラウンドゴルフ場オープン！

松長「つながっぺ！」グラウンド

ゴルフ場落成式が7月7日、会津若松

市内の一箕町長原仮設住宅南側集会

所で行われました。

このグラウンドゴルフ場は、菅家

一郎前会津若松市長と南嘉輝会津中

央病院理事長の協力を得て、会津中

央病院の所有地を無償で借りてオー

プンしたもので、町民同士はもちろ

ん、会津若松市民の皆さんとの交流

のため、自由に利用することができ

ます。

野田総理大臣がいわき市渡辺町の仮設住宅を訪問しました

野田佳彦総理大臣が7月7日、大熊町民が生活する

いわき市の渡辺町応急仮設住宅を訪問し、仮設住宅

での生活を見たほか、渡辺町長や住民と意見交換し

ました。

意見交換会では、総理が「復興、生活再建に向け、

多くの方の声を受け止め、国、県、町がしっかり連

携し進めなければならない」とあいさつし、渡辺町

長は、町外コミュニティの早期整備や賠償、除染に

ついて要望しました。

また、町民からは「安心安定して住める基盤を作っ

てほしい」「もっと情報を開示してほしい」「子ど

もたちに不自由な生活をさせてしまっている」など

の意見が出ました。

兄弟３人で全国大会出場！

卓球の全国大会出場を決めた原田優芽さん(大野小５

年)と原田春輝さん(大野小３年)、原田優衣さん(大熊幼

年長)が7月23日、大熊町役場会津若松出張所の町長室を

訪れ、出場を報告しました。

３人は、会津若松市に避難し、喜多方卓球ランドに所

属して、練習に励んできました。全国大会は、7月27日

から兵庫県で全日本卓球選手権大会が、また、8月4日か

ら東京都で全国ホープス卓球大会が開催されます。

渡辺町長は「兄弟３人で全国大会に出場できるのは大

変なこと。ぜひ頑張ってください」と激励しました。


